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また、就任年は 169 年の可能性もある。その後、168/169 年あるいは
169/170年にアシア総督を務め、170年代前半に属州アカイアの自由市担
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33）M. Sartre, L’Orient romain, Paris, 1991, 270. なお、Ricl, op. cit., 12は、入植者の
子孫たちによって、ラテン語のcoloniaやdecurioの代わりに、ギリシア語のπóλιϛ
やβουληが用いられた例を挙げている。


































38）E. Bowie, Becoming Wolf, Staying Sheep, J. M. Madsen and Rees, R. ed., 


































































40）Birley, op. cit., 198.
41）Ricl, op. cit., 13.
42）Oliver, op. cit., 72.
13
れは、『ソフィスト列伝』に影響されすぎた見解といえる。































45）Philostratus, Vitae Sophistorum, 559.































47）Cassius Dio, LXXII, 7.
15
の帰属先は、ローマ中央でもあった。彼らはギリシア文化圏ではギリシ
ア文人としての側面を、ローマ帝国中央ではローマ人としての側面を使
い分けていたのである。彼らをギリシア文化圏土着の元老院議員たちと
同様の心性の持ち主であったということは難しい。
クインティリウス一族によるこうした使い分けは、ギリシア文化圏出
身元老院議員の増加が、帝国中央の政治支配層の「ギリシア化」を即座
に招いたのではないことを意味する。それと同時に、ギリシア文化圏に
育ち、その「パイデイア」を深く取り込みつつも、ローマ人意識も維持
していた彼らの存在こそが、ローマ帝国によるギリシア文化圏支配の特
徴であったことをも示しているのではないか。これは、ローマ帝国が最
終的にビザンツ帝国としてギリシア文化圏で生き延びていった背景と
なったようにも思われる。著者はこのような見通しを抱いているが、今
回はクインティリウス一族しか対象とできなかった。今後は、ギリシア
文化圏におけるローマ植民市やイタリア系の人々全体の役割を見直し、
本稿の結論を敷衍できるかどうかを検討することが課題である。
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